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妙義山の植物研究のあゆみ

Progress of the Studies of Flora in Mt.Myogi

里　見　哲　夫＊

Tetsuo Satomi　　

キーワード：妙義山，小野蘭山，ミョウギシダ，ミョウギカラマツ，ミョウギシャジン，ブコウマメザクラ

Key words : Mt.Myogi, Ranzan Ono, Polypodium, Thalictrum, Adenophora, Cerasus

はじめに

　日本三大奇勝の一つ妙義山，単独峰ではな

く，金洞山，白雲山，金鶏山等を合わせ総称

して妙義山という．妙義山の植物研究は群

馬県下で最も早く，発表文献の多いことに

注目して，先に「妙義山の植物研究のあゆ

み」（里見 1981）を発表した．以後，発表文

献や発表後約半世紀を経過したるを持って，

ここに新たに稿を起こすこととした．研究

史にかかわる部分では，奥山（1951），斉藤

（1954），若名（1955），群馬県（1978，1988），

安盛・斉藤（1982）を参考にした．県下で固

有名を持つ植物が最も多いのは尾瀬で，妙義

山はそれに次ぐものである．

妙義山の植生

　妙義山一帯は太平洋型植物分布域で，岩峰や岩陵

地を除いては，クリ－コナラ群集で二次林である．

岩峰および岩陵地にはヒメコマツ，アカマツ，モ

ミ，ツガ，カヤ，イヌガヤ，ネズミサシ，ハリモ

ミなどがあり，同地を除く一帯は落葉広葉樹林で

クリ，コナラなどを優先し，標高800ｍ以上にはミ

ズナラ，イヌブナ，カジカエデ等がある．岩陵地付

近にブナもある．特に，岩峰を取り巻く一帯はカエ

デ類が多く，主なものにオオモミジ，アサノハカエ

デ，ホソエカエデ，チドリノキ，ミツデカエデ，ウ

リカエデ，ヒトツバカエデ，カジカエデ，ハウチワ

カエデ，メグスリノキ，コミネカエデ，イロハモミ

ジ，ウラゲエンコウカエデ，エンコウカエデ，オニ

イタヤ，イトマキイタヤ，ウリハダカエデ，オオイ

タヤメイゲツ，ヒナウチワカエデ等である．近年見

つけたイイギリ，ブコウマメザクラは注目に値する

ものである．草本として注目すべきはミョウギ名を

持つミョウギシダ（第１図），ミョウギイワザクラ
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第１図　ミョウギシダ（筆者撮影）
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（ミョウギコザクラ），ミョウギカラマツ，ミョウギ

モミジカラマツ，ミョウギトリカブト，ミョウギ

シャジン等や，ヤマクラマゴケ，イワウサギシダ，

ミヤマウラジロ，ヒメウラジロ，コガネシダ，キン

モウワラビ，ツルビランジ，オオビランジ，ヤハズ

ハハコ，クリヤマハハコ，コウシュウヒゴタイ，キ

レハコウシュウヒゴタイ，オオイワインチン，シラ

ヒゲソウ，ニッコウキスゲ，ムギラン，ウチョウラ

ン等がある．林下にはミミガタテンナンショウ，キ

ツネノカミソリが多い．

植物研究への契機

　古くは1805（文化２）年に小野蘭山が薬草の採集

に訪れ「上州妙義山竝武州三峯山採薬記」を残して

いる．1886（明治19）年に「帝国大学理科大学植物

標品目録」が発表され，本目録中に妙義山及び周辺

と赤城山等の標本がある．これ等が群馬県における

中央の学会に残る最も古い標本とされている．その

原因を追求してみると，第２図に見られるように信

越線が1885（明治18）年10月15日に横川まで開通

し，植物研究と鉄道の開通とのつながりが一致する

ことが明確となった．以後，新植物の発見と発表が

なされていくが，以下の通りである．

妙義山植物研究のあゆみ

　妙義山の植物研究は信越線の開通と一致すること

は明確で，以下の通りである．

1886（明治19）年

　「東京大学理科大学植物標品目録」を発表．

1887（明治20）年

　染谷徳五郎，９月２日，妙義山・中之岳で種不明

のシダを発見，植物学雑誌第１巻第11号に「ポリポ

ヂューウムの一種」と題し，図版入りで発表．

1891（明治24）年

　矢田部良吉，植物学雑誌第５巻第54号に新種

「ミョウギシダ」と題して発表．

1914（大正３）年

　児玉親輔，新撰植物図編第２編１集に「オオバノ

第２図　明治時代の県内の鉄道・馬車鉄道

群馬県史通史編８より引用
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キンモウワラビ」命名．

1915（大正４）年

　武田久吉，エジンバラ大学学会で「ツルビラン

ジ」を発表．

　岩沢正作，「妙義山」と題し妙義山の植物を発表．

1933（昭和８）年

　中井猛之進，植物学雑誌第47巻第179で「ジョウ

シュウコガネシダ」を命名，発表．

1934（昭和９）年

　朝比奈泰彦，植物研究雑誌第９巻第１号に，「地

衣類雑記（其一）・ミョウギウロコゴケ」を発表．

1935（昭和10）年

　久内清孝が1929（昭和４）年に採集した一種に，

中井猛之進が「ミョウギカラマツ」と命名．前川文

夫，植物研究雑誌第10巻第１号に「新種妙義唐松」

と題し発表．

　原　寛，1929（昭和４）年８月22日，白雲山で採

集した植物を，植物研究雑誌第10巻第12号に「ミョ

ウギシャジン」と命名し，ヒメシャジンの変種とし

て発表．

1937（昭和12）年

　北村四郎，妙義山の葉のきれ込みが多いコウシュ

ウヒゴタイを，変種「キレハコウシュウヒゴタイ」

と命名，発表．

1941（昭和16）年～1949（昭和24）年にかけ，第二

次世界大戦とその後しばらくの間研究記録ない．

1950（昭和25）年

　古瀬　義，高岩でブコウマメザクラを採集，発表．

1951（昭和26）年

　奥山春季，群馬生物創刊号に「妙義領から記載さ

れた植物」を発表．

1952（昭和27）年

　里見哲夫，かぶら54号に「妙義山の植物研究のあ

ゆみ」を発表．

1953（昭和28）年

　浦野高美，群馬生物２号に「妙義名を冠した植物

について」を発表．

1954（昭和29）年

　斉藤　勲，群馬生物３号に「妙義山の植物」を発

表．

1955（昭和30）年

　水島うらら，植物研究雑誌第30巻第10号に「ハリ

バシゴケ妙義山に産す」を発表．

　若名東一，「上州羊菌植物目録」を刊行．

　飯泉　優，野草21巻第９号に「妙義山採集記」を

発表．

　里見哲夫，植物採集ニュースに「裏妙義の植物」

を，野草に「妙義山に５種の植物」を発表．

1957（昭和32）年

　里見哲夫が採集したボントクタデに，水島正美が

品種「オオバナボントクタデ」と命名，植物研究雑

誌第32巻第３号に発表．

　里見哲夫，採集と飼育に「珍種ミョウギシダ」を

発表．

　松沢篤郎，植物と自然に「妙義山の植物観察」を

発表．

1959（昭和34）年

　里見哲夫，高岩山麓で「シナノアキギリ」を採

集，発表．

1960（昭和35）年

　里見哲夫，群馬生物９号に「下仁田付近の注目す

べき植物」を発表．

1962（昭和37）年

　里見哲夫，みやま文庫11巻に「妙義山の植物」を

発表．

1964（昭和39）年

　里見哲夫，かぶら６号に「裏妙義山植物採集会」

を発表．

1967（昭和42）年

　北村四郎が「オオイワインチン」をActa Phytotax 

Geobot 第22巻 no.４～６に発表．

1968（昭和43）年

　里見哲夫，白花のシモツケソウを採集，水島正美

が「シロバナクサシモツケ」と命名，発表されずに

死亡した．

1972（昭和47）年

　里見哲夫，かぶら理科研究会刊行の「かぶらの自
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然」に妙義山の植物を分筆．

　里見哲夫，かぶら６号に「甘楽の谷の植物」を発

表．

1974（昭和49）年

　大井次三郎，大橋広好，植物研究雑誌第49巻第11

号に「日本と台湾のシシグロ類」を発表．中にツル

ビランジの記述がある．

　奥山春季，「日本植物ハンドブック」を刊行．55

～56p に妙義山の植物の記述がある．

1975（昭和50）年

　武井靖郎，群馬生物第24号に「妙義山の菌類目録

予報」を発表．

1977（昭和52）年

　須藤志成幸，みやま文庫に「群馬の植物」を発表．

　里見哲夫，かぶら16号に「新知見の植物５種」を

発表．

1978（昭和53）年

　芹沢俊介，Journ Jap Bot. 第53巻第８号に，本

州産イワヒバ属の一品種を「ヤマクラマゴケ」と題

して発表．

　群馬県自然環境調査研究会報告書１～６pに里見

哲夫他，「妙義山の植物調査」を発表．

1979（昭和54）年

　芹沢俊介，植物研究雑誌第54巻第６号に「日本の

シケシダ補記」と題し，フモトシケシダ（妙義山）

発表．

1980（昭和55）年

　里見哲夫，あさお社刊行の「妙義山」に妙義山の

植物を記述．

1981（昭和56）年

　里見哲夫，群馬生物30号に「妙義山の植物研究の

あゆみ」を発表．

　「ふるさとの道・自然探勝路」群馬県刊行に，妙

義山の植物記述．

2000（平成12）年

　「群馬の自然」群馬県に妙義山の植物記述．

　里見哲夫，かぶら39号に「妙義山のかえで」を発

表．

2008（平成20）年

　里見哲夫，かぶら47号に「群馬県内のブコウマメ

ザクラ，妙義山にイイギリ自生する」を発表．

2009（平成21）年

　里見哲夫，「下仁田町の植物」が，下仁田自然学

校文庫④として刊行．

　里見哲夫，かぶら48号に「下仁田町を原記載とす

る植物」を発表．

2011（平成23）年

　里見哲夫，群馬県野外生物学会誌に「ブコウマメ

ザクラ」を発表．

　その他，里見哲夫が妙義山で発見，採集の植物は

ヤワラシダ，イワウサギシダ，ミズコナラ，イイギ

リ，ゴシュユ，フクジュソウ，フイリオクタマスミ

レ，サワルリソウ，クマガイソウ，ムギラン，セッ

コク，ヒメタヌキラン等がある．
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付記　主要植物の学名

　ミョウギシダ

　　Polypodium someyae Yatabe

　ミョウギカラマツ

Thalictrum minus L. var. chionophyllum (Nakai ex 

F. Maek) Emura

　ミョウギシャジン

Adenophora nikoensis Franch. et Sav. var. petrophila 

(H. Hara) H. Hara

　ブコウマメザクラ

Cerasus incisa  (Thunb.) Loisel. var. bukosanensis 

(Honda) H. Ohba


